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令和２年 第２回臨時会令和２年 第２回臨時会
議決内容 会期／７月14日

議案／条例等１件、補正予算１件、承認１件
本臨時会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、全員協議会の開催場所を議場
に変更しました。議会に出席する者全員マスク着用、傍聴席数を制限し、傍聴者もマスク着
用、手指消毒などのご協力をいただきました。

令和２年 第３回定例会令和２年 第３回定例会
議決内容

会期／９月４日～23日
議案／条例等２件、補正予算６件、認定６件、提出２件、
　　　同意１件、報告４件、決議１件

本定例会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、全員協議会の開催場所を議場
に変更しました。議会に出席する者全員マスク着用、傍聴席数を制限し、傍聴者もマスク着
用、手指消毒などのご協力をいただきました。

令和２年 第２回臨時会 ○賛成　╳反対　̶議長
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報告は賛否を採らない。

阿久比町立学校給食センターの設置及び管理に関する条例の
一部改正について
令和2年度阿久比町一般会計補正予算（第5号）
専決処分の承認を求めることについて
　　　　　（令和2年度阿久比町一般会計補正予算（第4号））
専決処分の報告について
（阿久比町立新学校給食センター建設工事の変更契約について）

37

38

9

4

番
　
号

結果

可決

可決

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

̶

̶

̶

件　　　　　名

　

児
童
数
の
増
加
に
対
応
し

た
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
、
東
部
小
学
校
の
校
舎

増
設
、
学
校
支
援
員
の
増
員

や
養
護
教
諭
補
助
員
を
新
た

に
配
置
、
児
童
・
生
徒
へ
の

学
習
・
相
談
支
援
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

小
学
校
就
学
前
の
配
慮
が
必

要
な
子
ど
も
が
早
期
療
育
支

援
を
受
け
る
た
め
の
、
児
童

発
達
支
援
事
業
所
を
英
比
保

育
園
内
に
開
設
。

　

ま
た
「
子
育
て
ス
タ
ー

ト
！
ラ
ポ
ー
ル
事
業
」
、

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
」
の
充

実
、
こ
の
他
、
高
齢
者
福
祉

事
業
や
防
災
・
防
犯
対
策
事

業
な
ど
町
民
生
活
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
施
策
が
確
実
に

実
施
さ
れ
た
こ
と
を
高
く
評

価
す
る
。

可決可決
認
定
第
１
号

令
和
元
年
度

阿
久
比
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

賛
成
討
論久

保
　
秋
男 

議
員

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
山
本 

恭
久 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書提出

者　
大
村 

文
俊 

議
員

採 

択
採 

択
意意
見見
書書

意意
見見
書書

意
見
書

町
民
の
声
を

  

内
閣
総
理
大
臣

　  

　
　
な
ど
に
提
出

町
民
の
声
を

  

内
閣
総
理
大
臣

　  

　
　
な
ど
に
提
出
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路
計
画
の
現
状
及
び
進
捗
状

況
を
調
査
し
、
問
題
点
を
知

り
、
完
成
に
至
る
ま
で
の
道

程
を
探
る
こ
と
、
町
民
に
対

し
、
こ
の
現
状
を
説
明
で
き

る
よ
う
に
研
究
す
る
こ
と
は
、

我
々
の
努
め
で
あ
る
。

　

目
的
で
あ
る「
情
報
開
示
」

は
地
方
自
治
法
１
３
８
条
の

２
、
執
行
権
侵
害
の
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の

項
目
も
、
総
務
建
設
委
員
会

で
審
査
で
き
る
事
件
の
み
で

あ
る
。
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
合
理
的
な
理
由
は
な
い
。

　

３
路
線
の
中
に
は
計
画
か

ら
50
年
ほ
ど
経
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
何
の
動
き
も
見

ら
れ
な
い
道
路
も
あ
る
。
将

来
を
担
う
子
ど
も
達
が
夢
や

希
望
を
も
っ
て
阿
久
比
町
に

住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

何
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
り

効
果
が
発
揮
で
き
る
の
か
、

明
確
な
も
の
が
伝
わ
っ
て
こ

な
い
。

　

ま
た
、
発
議
に
あ
た
っ
て
、

地
方
自
治
法
の
確
認
す
ら
怠

っ
て
い
る
も
の
に
必
要
性
が

感
じ
ら
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
事
業
情
報
の
事

前
開
示
や
、
検
討
段
階
か
ら

の
参
画
な
ど
、
議
会
と
行
政

の
役
割
と
権
利
を
理
解
し
て

い
な
い
行
動
は
、
議
会
の
範

囲
を
逸
脱
し
た
越
権
行
為
の

活
動
を
展
開
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

町
内
で
計
画
さ
れ
て
い
る

道
路
（
県
道
・
都
市
計
画
道

路
）
に
対
す
る
現
状
認
識
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
計

画
通
り
進
ん
で
い
な
い
。

　

町
内
で
計
画
さ
れ
て
い
る

道
路
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し

て
い
く
の
か
、
県
の
事
業
に

は
「
口
を
挟
め
な
い
」
で
い

い
の
か
。
町
民
の
豊
か
な
生

活
を
保
障
し
、
よ
り
利
便
性

の
高
い
生
活
を
確
保
す
る
為

に
も
議
会
と
し
て
も
進
ま
な

い
現
状
を
い
か
に
突
破
す
べ

き
か
、
調
査
研
究
す
る
こ
と

は
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
る
。

　

勉
強
会
で
十
分
調
査
は
で

き
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
税
金
投

入
し
て
ま
で
予
算
措
置
し
よ

う
と
す
る
委
員
会
は
認
め
ら

れ
な
い
。

　

高
根
台
団
地
内
の
交
通
量

は
日
増
し
に
増
加
し
、
事
故

は
後
を
絶
た
な
い
。

　

都
市
計
画
道
路
名
古
屋
半

田
線
の
阿
久
比
工
区
は
、
計

画
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
た

今
も
全
く
事
業
化
の
目
処
が

立
っ
て
い
な
い
。

　

県
事
業
と
は
言
え
、
議
員

と
し
て
早
期
着
工
に
む
け
努

力
す
る
こ
と
が
責
務
。

　

現
在
で
も
、
現
地
調
査
も

半
田
市
議
会
と
県
と
の
勉
強

会
も
実
施
し
て
い
る
。

　

町
議
会
で
取
組
み
、
時
に

は
町
行
政
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
か
け
、
歩
調
を
合
わ
せ
て

早
期
実
現
に
む
け
町
行
政
と

力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
毎
年
知
多
建
設

事
務
所
へ
出
向
き
町
の
要
望

を
し
て
い
る
。
町
の
要
望
は

ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ
て
く
れ

な
い
。
な
ぜ
要
望
を
受
け
入

れ
て
く
れ
な
い
の
か
、
何
が

問
題
な
の
か
、
調
べ
勉
強
す

る
こ
と
が
早
く
計
画
道
路
を

完
成
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と

考
え
る
。澤

田　
道
孝

　
○
新
美 

三
喜
雄

竹
内　
強

　
◎
山
本　
良
輔

小
柳 

み
ゆ
き

　
　
渡
辺　
　
功

石
川　
英
治

道路調査特別委員会道路調査特別委員会
◎ 委員長　　〇 副委員長

反
対
討
論大

村
　
文
俊 

議
員

反
対
討
論都

築
　
清
子 

議
員

反
対
討
論山

本
　
恭
久 

議
員

賛
成
討
論竹

内
　
　
強 
議
員

賛
成
討
論石

川
　
英
治 

議
員

賛
成
討
論渡

辺
　
　
功 

議
員

反
対
討
論竹

内
　
卓
美 

議
員

賛
成
討
論小

柳
み
ゆ
き 

議
員

　

道
路
調
査
特
別
委
員
会
が
、

な
ぜ
町
民
代
表
と
な
る
か
、

ど
の
よ
う
な
形
で
県
事
業
の

検
討
に
参
画
で
き
る
の
か
理

解
で
き
な
い
。
検
討
に
参
画

す
れ
ば
、
県
の
円
滑
な
事
業

実
施
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、

町
民
代
表
と
し
て
要
望
活
動

を
行
え
ば
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
町
長
・
議
長
連
名
で
の

要
望
活
動
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

都
市
計
画
決
定
後
、
約
半

世
紀
に
渡
り
、
放
置
さ
れ
て

き
た
感
の
あ
る
都
市
計
画
道

路
、
３
路
線
の
完
成
は
本
町

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

道
路
と
確
信
す
る
。
こ
の
道

可決可決
決
議
案
第
２
号

道
路
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置

に
関
す
る
決
議

反
対
討
論山

本
　
和
俊 

議
員

賛
成
討
論澤

田
　
道
孝 

議
員

め   

ど
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同意同意

中條屋 由香里 氏（宮津団地）
ちゅう じょう や か りゆ

教育委員会委員の任命について（新任）教育委員会委員の任命について（新任）

令和２年 第３回定例会 ○賛成　╳反対　̶議長

議
　
　
　
　
　
　
案

報
　
　
告

同
意

決
議

陳 

情

認

定

意
見
書

瀧
塚
　
政
明

久
保
　
秋
男

竹
内
　
　
強

澤
田
　
道
孝

山
本
　
恭
久

渡
辺
　
　
功

山
本
　
良
輔

石
川
　
英
治

山
本
　
和
俊

竹
内
　
卓
美

新
美
三
喜
雄

都
築
　
清
子

小
柳
み
ゆ
き

大
村
　
文
俊

報告は賛否を採らない。

番
　
号

結果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ̶ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ̶ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ 提出

╳ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ╳ ̶ 可決

件　　　　　名

阿久比町手数料条例の一部改正について　
阿久比町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正につ
いて
令和2年度阿久比町一般会計補正予算（第6号）

令和2年度阿久比町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

令和2年度阿久比町介護保険特別会計補正予算（第1号）

令和2年度阿久比町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

令和2年度阿久比町水道事業会計補正予算（第3号）

令和2年度阿久比町下水道事業会計補正予算（第1号）

令和元年度阿久比町一般会計歳入歳出決算認定について
令和元年度阿久比町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について
令和元年度阿久比町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて
令和元年度阿久比町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について
令和元年度阿久比町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認
定について
令和元年度阿久比町下水道事業会計決算の認定について

教育委員会委員の任命について

令和元年度阿久比町健全化判断比率及び資金不足比率について

専決処分の報告について（和解及び損害賠償について）

専決処分の報告について（和解及び損害賠償について）

専決処分の報告について（和解及び損害賠償について）
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の
堅持及び拡充を求める意見書
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪
化に対し地方税財源の確保を求める意見書

道路調査特別委員会の設置に関する決議

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情書

私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格差を是正するために市町村独自の授業料助成制度を維持し、拡充を求める陳情書
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国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

24億5,659万4千円

19億3,794万3千円

3億7,228万円

5億9,546万4千円

964万1千円

5億3,192万9千円

1億9,049万円

24億1,293万4千円

17億9,827万5千円

3億6,511万7千円

5億2,292万5千円

1億3,746万3千円

5億1,556万2千円

3億2,421万円

4,366万円

1億3,966万8千円

716万3千円

7,253万9千円
※1△1億2,782万2千円

1,636万7千円
※2△1億3,372万円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

区 分 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差 引 額

令和元年度

決 算

令和元年度　特別会計・企業会計決算

下水道事業会計

水道事業 会計

令和元年度　一般会計決算

※1不足分は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金、過年度分損益勘定留保資金で補てん。
※2不足分は、当年度分損益勘定留保資金で補てん。

　令和元年度一般会計、３つの特別会計と２つの企業
会計の決算を審議した。
●一般会計の歳入歳出差引額（形式収支）は、３億8,429万円の黒
字となった。そのうち、翌年度（令和２年度）に繰越すべき財
源としての繰越明許費繰越額1,974万円を差引いた実質収支は、
３億6,455万円の黒字となった。
●一般会計決算は、歳入・歳出ともに前年度より増額となってお
り、主なものは、歳入では国庫支出金・県支出金の増額など、
歳出では民生費・農林水産業費の増額など。

歳  出
94億4,510万8千円

消防費
3億7,039万4千円
（3.9％）

農林水産業費
2億5,956万5千円
（2.7％） その他

2億5,186万4千円
（2.7％）

歳  入
98億2,939万8千円町債（借金）

6億4,809万2千円
（6.6％）

町債（借金）
6億4,809万2千円
（6.6％）

地方消費税交付金
4億6,336万7千円
（4.7％）

地方消費税交付金
4億6,336万7千円
（4.7％）

使用料・手数料
1億4,346万6千円
（1.5％）

その他
3億8,700万2千円
（3.8％）

県支出金
7億4,496万円
（7.6％）

県支出金
7億4,496万円
（7.6％）

分担金・負担金
5,715万4千円
（0.6％）

繰越金
3億5,180万円
（3.6％）

諸収入
3億8,311万4千円
（3.9％）

諸収入
3億8,311万4千円
（3.9％）

地方交付税
7億4,732万3千円
（7.6％）

地方交付税
7億4,732万3千円
（7.6％）

民生費
38億2,381万2千円
（40.5％）

衛生費
6億5,621万6千円
（7.0％）

教育費
14億9,326万7千円
（15.8％）

総務費
12億2,130万6千円
（12.9％）

土木費
6億5,195万3千円
（6.9％）

公債費（借金返済）
7億1,673万1千円
（7.6％）

繰入金
4億5,073万7千円
（4.6％）

国庫支出金
12億843万5千円
（12.3％）

町税
42億4,394万8千円
（43.2％）
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令
和
２
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
（
第
６
号
）

　
　
学
校
臨
時
休
業
補
償

金
約
２
６
０
万
円
の
対
象

と
な
る
業
者
と
金
額
。

　
　

給
食
の
材
料
を
納
め

て
い
る
６
社
が
対
象
。
愛

知
県
学
校
給
食
会
１
０
２

万
円
、
肉
屋
、
農
協
関
連

の
会
社
に
20
万
円
程
度
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
で
使
用
し
て
い
る
消

毒
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
な
ど

の
費
用
申
請
手
続
き
。

　
　

全
国
一
律
で
国
の
補

助
制
度
が
あ
る
。

　
　
手
指
消
毒
液
な
ど
の

購
入
の
発
注
は
入
札
か
随

意
契
約
か
。

　
　

品
薄
状
態
で
一
括
購

入
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

た
め
消
耗
品
と
し
て
随
時

購
入
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

　
　
「
お
か
え
り
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
へ
の
登
録
や
賠

償
保
険
加
入
の
説
明
は
し

て
い
る
か
。

　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
が
あ
っ
た
時
に
説

明
し
加
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。

　
　
外
国
人
居
住
者
が
昨

年
度
と
の
比
較
で
52
世
帯

増
加
し
、
国
籍
も
24
カ
国

と
な
っ
て
い
る
。
翻
訳
機

導
入
後
の
窓
口
業
務
の
評

価
。

　
　

主
な
国
籍
別
人
口
は
、

ベ
ト
ナ
ム
１
３
９
人
、
中

国
１
１
８
人
、
ブ
ラ
ジ
ル

63
人
、
韓
国
32
人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
31
人
、
タ
イ
16
人
、

そ
の
他
は
１
桁
で
あ
る
。

「
携
帯
型
Ａ
Ｉ
通
訳
機
」

の
利
用
は
、
月
１
回
程
度
。

　

職
員
の
安
心
感
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
で

き
て
い
る
が
、
長
文
や
専

門
用
語
の
通
訳
に
は
課
題

が
残
る
。

（
小
柳 

み
ゆ
き　
議
員
）

総務
建設

文教
厚生

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　

９
月
14
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
、
15
日
に
文
教
厚
生
委
員

会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細

な
説
明
を
受
け
、
審
査
を
行
っ
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

阿
久
比
町
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
　
新
ご
み
袋
の
取
扱
い
。

　
　

令
和
３
年
４
月
１
日

に
間
に
合
う
よ
う
、
新
ご

み
袋
を
12
月
〜
１
月
こ
ろ

か
ら
製
造
を
開
始
し
販
売

す
る
予
定
。

　
　
旧
ご
み
袋
と
新
ご
み

袋
の
切
替
え
に
つ
い
て
、

周
知
さ
れ
ず
に
旧
ご
み
袋

で
出
さ
れ
た
場
合
の
対
応
。

　
　

令
和
３
年
４
月
１
日

以
降
に
旧
ご
み
袋
で
、
ご

み
が
出
さ
れ
た
場
合
は
、

警
告
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
残

し
て
お
く
予
定
。

新
半
田
病
院
へ
の
暫
定
ア

ク
セ
ス
道
路
視
察

　

今
定
例
会
に
て
、
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
が
提
出
さ
れ
、
道
路

新
設
改
良
事
業
費
４
０
５

万
４
千
円
が
可
決
さ
れ
た
。

　

こ
の
予
算
は
、
島
田
橋

か
ら
野
崎
の
交
差
点
付
近

ま
で
を
、
新
半
田
病
院
へ

の
暫
定
ア
ク
セ
ス
道
路
と

し
て
使
用
す
る
た
め
の
測

量
を
行
う
予
算
で
あ
る
。

　

総
務
建
設
委
員
会
で
現

地
視
察
を
行
い
、
担
当
課

か
ら
事
業
の
概
要
を
聞
き
、

課
題
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

半
田
市
と
の
間
で
調
整
中

の
暫
定
ア
ク
セ
ス
道
路
の

理
解
を
深
め
た
。

　

今
後
も
、
必
要
に
応
じ

て
勉
強
会
、
視
察
を
行
っ

て
い
く
。

（
竹
内　
卓
美　
議
員
）

答 問答 問

答 問答 問

問 答

答

問答 問

野崎交差点付近半田市議会から提供のあった計画図

認定こども園  いしざかやまこどもえん視察
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澤田　道孝

新美三喜雄

ページ 議員名 質問項目

１２

１３

１．元気な家族農園事業におい
て、今年度農地の借地料の
変更についてその経緯・経
過

１．令和２年度予算における各
種補助金

２．新型コロナウイルス感染症
対策

３．これからの町政の情報発信

都築　清子

山本　良輔

竹内　　強

大村　文俊

ページ 議員名 質問項目

８

９

１０

１１

１．情報受発信の整備
２．可燃ごみ有料化と今後の課
題

１．海洋プラスチックごみ削減
２．元気な家族農園事業

１．新型コロナウイルス感染症
対策

２．太陽光発電の実態と町の対
策

１．現在までの新型コロナウイ
ルス感染症対策支援事業と
今後の町財政見通し

２．今後の自主財源確保の取り
組み

今回の傍聴人数 延べ 33人

…町長　　　…総務部長　　　…民生部長　　　…建設経済部長　　　…教育部長答弁者

町政を問う
一 般 質 問

ここが
聞きたい

今議会では、９月７㈪・８日㈫に、６名の議員が一般質問を行いました。
一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
持ち時間は町側の答弁を含め１人60分です。
次のページから、本会議場での質疑の概要を１人１ページで、掲載しています。

町町 総総 民民 建建 教教
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SNSの情報発信がない
今年中に発信開始を進める

都築　清子  議員
（公明党）

　
す
べ
て
の
住
民
に
必
要
な

情
報
を
発
信
し
、
住
民
が
情

報
を
得
る
た
め
に
は
早
急
な

見
直
し
が
必
要
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
更
新
。

　
　
　

 

迅
速
に
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
す
べ

て
の
職
員
が
支
援
ソ
フ
ト
を

利
用
し
て
記
事
を
作
成
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。　
　

　

わ
か
り
や
す
さ
を
心
掛
け
、

正
確
な
情
報
を
迅
速
に
提
供

で
き
る
よ
う
徹
底
す
る
。

　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発

信
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　

手
法
の
有
効
性
を

検
討
し
、
今
年
中
に
は
い
ず

れ
か
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
よ
る
情
報
発

信
が
開
始
で
き
る
よ
う
進
め

る
。

総総総総

　
　
防
災
ラ
ジ
オ
の
再
普
及

も
有
効
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

防
災
ア
プ
リ
を
導

入
し
、
防
災
行
政
無
線
で
流

す
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
な
い
人
の
ニ
ー
ズ
把
握
に

努
め
、
防
災
ラ
ジ
オ
や
別
の

方
法
も
含
め
て
検
討
す
る
。

　
　
行
政
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

情
報
通
信
技
術
の

急
速
な
進
展
や
新
し
い
生
活

様
式
が
進
め
ら
れ
る
中
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
が
必

要
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
ア
プ
リ
の
活

用
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
活

用
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
よ

る
情
報
提
供
な
ど
を
推
進
す

る
。

　
家
庭
系
可
燃
ご
み
20
％
減

量
の
達
成
は
叶
わ
ず
、
有
料

化
と
な
る
。　
　

　
可
燃
ご
み
を
減
ら
す
努
力

は
続
け
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
　
環
境
審
議
会
で
の
意
見
。

　
　
　
　

「
今
後
も
減
量
化

を
進
め
る
た
め
、
さ
ら
な
る

資
源
化
の
推
進
や
３
R
の
啓

発
な
ど
に
取
り
組
み
、
有
料

化
開
始
が
円
滑
に
で
き
る
よ

う
住
民
へ
の
丁
寧
な
周
知

を
」
と
付
帯
意
見
を
い
た
だ

い
た
。

　
　
生
ご
み
処
理
に
「
キ
エ

ー
ロ
」
試
行
。

　
　
　
　

生
ご
み
の
減
量
化

及
び
有
効
利
用
を
図
る
た
め

コ
ン
ポ
ス
ト
型
容
器
や
Ｅ
Ｍ

容
器
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど

を
推
奨
中
。　
　

　

今
後
「
キ
エ
ー
ロ
」
の
調

査
研
究
を
行
い
有
効
性
を
検

証
し
て
い
く
。

　
　
紙
お
む
つ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ご
み
等
の
処
理
。

　
　
　
　

他
市
町
の
状
況
を

参
考
に
検
討
。

　
　
刈
り
草
剪
定
枝
処
分
。

　
　
　
　

収
集
経
費
と
処
分

料
は
増
加
す
る
。

　

今
後
も
他
市
町
の
収
集
・

処
理
等
の
実
施
内
容
を
参
考

に
検
討
。

　
　
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
。

　
　
　
　

民
間
の
エ
コ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
町
内
に
８
カ
所
。

　

毎
月
第
３
土
曜
日
に
オ
ア

シ
ス
セ
ン
タ
ー
で
使
用
済
み

小
型
家
電
品
回
収
と
同
時
に

資
源
ご
み
回
収
も
行
っ
て
い

る
の
で
有
効
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答 問

答 問答 問

答 問

答 問

答 問 答 問

生
ご
み
処
理
に
「
キ
エ
ー
ロ
」
試
行

有
効
性
を
検
証
す
る

答 問答 問

総総総総

建建建建

建建 建建

建建

SNSの主なもの

・LINE

・Twitter

・Facebook

・Instagram

ライン

ツイッター

フェイスブック

インスタグラム

木箱と土だけを使って生ごみを分解する「キエーロ」

土のバクテリアで
　　　  分解
土のバクテリアで
　　　  分解

生ごみ生ごみ

土に埋める土に埋める天ぷら油も天ぷら油も
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山本　良輔  議員
(新風会)

　
昨
年
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ

ト
で
出
さ
れ
た
「
大
阪
宣

言
」
で
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て
言
及
。

　
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ

る
追
加
的
な
汚
染
を
ゼ
ロ
に

ま
で
削
減
す
る
こ
と
を
目
指

す
」
と
あ
る
。

　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

は
、
レ
ジ
袋
や
ス
ト
ロ
ー
だ

け
で
は
な
い
。

　
海
洋
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
１
割
以
上
が
人

工
芝
で
あ
っ
た
と
い
う
調
査

結
果
が
出
て
い
る
。

　
　
本
町
に
お
い
て
人
工
芝

を
使
用
し
て
い
る
施
設
は
あ

る
か
。

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
の
森
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
場
と
丸
山
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
人
工
芝
を

使
用
し
て
い
る
。

　
　
人
工
芝
を
使
用
し
て
い

る
施
設
は
人
工
芝
の
流
出
防

止
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

両
施
設
と
も
人
工

芝
の
流
出
防
止
策
は
講
じ
て

な
い
が
、改
修・修
繕
工
事
で

張
替
え
を
し
た
場
合
は
、施

工
業
者
が
適
切
に
処
分
を
し

て
い
る
。

　
　
国
は
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
汚
染
ゼ
ロ
に
ま
で

削
減
を
目
指
し
て
い
る
が
、

人
工
芝
の
使
用
に
つ
い
て
本

町
の
考
え
。

　
　
　
　

国
や
県
か
ら
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
が
示
さ
れ
る
と

思
う
の
で
、そ
れ
ら
を
参
考

に
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て

防
止
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
総
区
画
数
と
本
年
貸
し

出
し
区
画
数
、
１
区
画
の
賃

料
。

・
総
区
画
数
は
７７
区
画
。

・
貸
し
出
し
区
画
数
は
８
月

　

末
現
在
で
５５
区
画
。

・
１
区
画
の
賃
料
は
年
額
６

　

千
円
。

　
　
維
持
管
理
費
の
年
間
事

業
費
。

　
　
　
　

令
和
元
年
度
決
算

ベ
ー
ス
で
総
額
７９
万
６
千
４

０
２
円
。

　
　
過
去
４
年
間
の
年
度
別

貸
し
出
し
区
画
数
。

　
　
　
　

事
業
開
始
時
の
平

成
２８
年
度
は
53
区
画
。

・
平
成
２８
年
度
末
は
５５
区
画
。

・
平
成
29
年
度
末
は
61
区
画
。

・
平
成
30
年
度
末
は
59
区
画
。

・
令
和
元
年
度
末
は
57
区
画
。 　

　
貸
し
出
し
賃
料
の
値
下

げ
に
つ
い
て
の
検
討
。

　
　
　
　

利
用
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
の
中
に
貸
し
出

し
賃
料
に
つ
い
て
の
意
見
は

な
い
た
め
賃
料
の
値
下
げ
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
家
族
農
園
の
町
の
賃
借

料
。

　
　
　
　

令
和
２
年
度
は
年

額
27
万
円
。

元
気
な
家
族
農
園

貸
し
出
し
賃
料
の
値
下
げ
は
考
え
て
い
な
い

問答

教教

問答

教教

問答

建建

問答

建建

問答

建建

問答

建建

問答

建建

海洋プラスチックごみ
必要に応じて検討

問答

教教

ふれあいの森パターゴルフ場

「元気な家族農園」
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新型コロナウイルス感染症対策
感染情報の把握には限界がある

竹内　　強  議員
（日本共産党）

　
　
町
と
し
て
感
染
者
の
実

態
を
よ
く
掴
ん
で
対
策
を
立

て
て
い
る
の
か
。

　
　
　

 

愛
知
県
か
ら
の
公

式
な
発
表
に
よ
り
、
接
触
状

況
か
ら
感
染
ル
ー
ト
を
推
測

す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
不

明
の
場
合
は
分
か
ら
な
い
。

　

感
染
者
か
ら
任
意
の
情
報

が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
、
感

染
者
が
利
用
し
感
染
拡
大
の

恐
れ
が
あ
る
施
設
等
と
し
て

保
健
所
か
ら
個
別
に
通
知
が

あ
っ
た
場
合
は
、
必
要
な
対

応
が
で
き
る
。

　
　
濃
厚
接
触
者
へ
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
規
定
。

　
　
　
　

濃
厚
接
触
者
の
情

報
は
、
任
意
の
提
供
に
よ
り

知
る
範
囲
。

　

保
健
所
で
は
、
感
染
者
か

ら
聞
き
取
り
の
う
え
、
濃
厚

感
染
者
を
特
定
す
る
。

　

濃
厚
接
触
者
の
規
定
は
、

感
染
者
の
感
染
可
能
期
間
に

接
触
し
た
方
の
う
ち
、
３
つ

に
分
類
さ
れ
る
。

⑴
感
染
者
と
同
居
又
は
長
時

　

間
の
接
触
等
が
あ
っ
た
方
。

民民民民

⑵
感
染
者
の
気
道
分
泌
液
等

　

に
触
れ
た
可
能
性
が
高
い

　

方
。

⑶
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き

　

る
距
離
で
感
染
予
防
策
な

　

し
で
感
染
者
と
15
分
以
上

　

の
接
触
が
あ
っ
た
方
。

　
　
小
中
学
校
で
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
と
熱
中
症
対
策
が
必

要
と
さ
れ
る
が
、
状
況
は
。

　
　
　
　

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
な
ど
の
衛
生
用
品
や
非
接

触
型
体
温
計
の
早
期
手
配
を

行
い
、
教
室
内
で
は
エ
ア
コ

ン
稼
働
状
態
で
も
窓
を
開
け

て
の
換
気
や
机
の
間
隔
を
離

す
な
ど
の
３
密
対
策
。

　

熱
中
症
対
策
は
、
ク
ー
ル

ス
カ
ー
フ
と
塩
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
配
付
し
、
小
ま
め
な
水
分

補
給
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
小
学
校
の
高
学
年
ク
ラ

ス
で
の
少
人
数
化
は
考
え
て

い
な
い
か
。

　
　
　
　

教
室
数
と
教
職
員

が
不
足
す
る
た
め
、
実
施
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
令
和
元
年
11
月
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
施
行
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
基
づ
く
行
政
の
対
応
。

　
　
　
　

事
業
者
に
事
業
地

近
隣
関
係
者
と
そ
の
行
政
区

へ
発
電
事
業
の
内
容
の
十
分

な
説
明
を
行
い
理
解
を
得
て

か
ら
進
め
る
こ
と
。

　

ま
た
、
関
係
法
令
を
遵
守

し
、
事
業
区
域
及
び
周
辺
地

域
の
自
然
環
境
・
景
観
及
び

生
活
環
境
の
保
全
・
事
故
・

公
害
・
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。

　

事
故
が
発
生
し
た
時
や
行

政
区
又
は
近
隣
関
係
者
と
紛

争
が
生
じ
た
と
き
は
、
土
地

所
有
者
に
も
責
任
が
あ
る
こ

と
を
説
明
し
同
意
を
と
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
。

　
　
す
で
に
ど
れ
だ
け
の
発

電
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
　
　

届
け
出
の
必
要
な

10
kw
以
上
の
も
の
は
中
部
経

済
産
業
局
の
集
計
結
果
で
は

家
庭
用
・
事
業
用
合
わ
せ
て

令
和
２
年
８
月
27
日
現
在
で

４
０
２
件
が
設
置
済
み
で
あ

る
。
工
事
待
ち
に
な
っ
て
い

る
施
設
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
運
転
を
開
始
し
て
い
な

い
件
数
は
23
件
。

　
　
事
故
な
ど
が
発
生
し
た

と
き
設
置
者
に
法
的
責
任
は

問
え
る
か
。

　
　
　
　

法
的
な
責
任
を
問

う
こ
と
は
難
し
い
が
宅
地
造

成
等
規
制
法
や
農
地
法
な
ど

他
に
遵
守
す
べ
き
関
係
法
令

な
ど
で
対
処
す
る
。

　
　
太
陽
光
パ
ネ
ル
使
用
後

の
廃
棄
処
分
方
法
。

　
　
　
　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

事
業
者
の
責
務
と
土
地
所
有

者
の
責
務
が
定
め
て
あ
り
、

事
業
者
若
し
く
は
土
地
所
有

者
が
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

経
済
産
業
省
が
廃
棄
費
用
を

積
立
て
る
こ
と
を
２
０
２
２

年
７
月
ま
で
に
制
度
化
す
る

と
し
、
中
部
経
済
産
業
局
は

現
在
す
で
に
廃
棄
費
用
を
積

立
て
る
こ
と
を
指
導
し
て
い

る
。

　

本
町
も
国
の
動
向
を
見
な

が
ら
指
導
し
て
い
く
。

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

教教

答 問

教教

町町

町町

答 問

町町

町町

太
陽
光
発
電
の
実
態
と
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
指
導

つ
か

太陽光発電設備
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大村　文俊  議員
(高志会)

　
こ
れ
か
ら
の
自
主
財
源
確

保
の
取
組
み
。

　
　
令
和
７
年
度
ま
で
に
、

暫
定
用
途
地
域
解
消
の
取
組

み
の
進
捗
と
解
消
予
定
。

　
　
　
　

今
年
度
暫
定
用
途

土
地
利
用
方
針
策
定
業
務
を

委
託
し
て
お
り
、土
地
所
有

者
の
意
見
を
聞
く
た
め
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、現
在
集

計
し
て
い
る
。集
計
結
果
は
、

説
明
会
で
方
針
等
と
合
わ
せ

説
明
す
る
予
定
。ま
た
令
和

７
年
度
を
目
標
年
次
と
し
、

土
地
所
有
者
と
の
合
意
形
成

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
区
画
整
理
事
業
が
完
了

し
て
い
な
い
の
に
、
市
街
化

区
域
拡
大
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
理
由
。

　
　
　
　

２
０
３
０
年
に
お

け
る
、必
要
な
市
街
地
規
模

を
算
出
す
る
将
来
土
地
利
用

フ
レ
ー
ム
の
設
定
を
検
討
し

た
。

　

今
後
市
街
化
区
域
の
人
口

密
度
が
減
少
し
て
、現
在
の

市
街
化
区
域
に
収
容
で
き
な

く
な
る
人
口
を
想
定
し
、新

た
に
必
要
な
市
街
化
区
域
の

拡
大
面
積
を
設
定
し
た
。具

体
的
に
検
討
す
る
際
に
は
、

愛
知
県
と
の
協
議
も
含
め
、

本
町
内
の
状
況
に
つ
い
て
整

理
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
宮
津
土
地
改
良
事
業
の

進
捗
と
完
成
予
定
。

　
　
　
　

令
和
元
年
６
月
ま

で
に
、全
地
権
者
の
同
意
取

得
に
臨
ん
だ
が
、得
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。そ
の
後
、

令
和
元
年
12
月
15
日
の
地
権

者
説
明
会
で
、賛
同
の
地
権

者
の
区
域
を
中
心
に
事
業
規

模
を
縮
小
し
、事
業
手
法
を

「
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連

事
業
」に
変
更
し
、地
区
の

優
良
農
地
の
創
出
と
、都
市

計
画
道
路
及
び
幹
線
町
道
の

整
備
を
推
進
す
る
意
向
が
説

明
さ
れ
た
。

　
こ
の
事
業
の
企
業
用
地
と

し
て
は
、農
産
物
を
６
次
産

業
的
に
加
工
販
売
す
る
企
業

に
限
定
さ
れ
る
た
め
、土
地

改
良
事
業
と
切
り
離
し
た
構

想
と
な
っ
て
い
る
。現
在
は
、

令
和
３
年
２
月
ま
で
に
全
地

権
者
の
仮
同
意
を
取
得
す
る

た
め
準
備
を
し
て
お
り
、令

和
４
年
度
か
ら
事
業
を
開
始

し
、令
和
９
年
度
完
了
を
目

標
と
し
て
い
る
。

　
総
力
を
挙
げ
て
、
住
民
の

皆
様
を
守
る
た
め
に
、
多
く

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
支
援
を
行
っ
て
き

た
。

　
　
現
在
ま
で
の
事
業
の
内

容
と
事
業
費
。

　
　
　
　
１
人
10
万
円
を
支

給
す
る
特
別
定
額
給
付
金
、

児
童
手
当
の
特
別
支
給
、児

童
生
徒
や
ひ
と
り
親
等
世
帯

の
支
援
、上
水
道
基
本
料
金

や
給
食
費
の
免
除
、学
校
等

の
熱
中
症
対
策
、休
業
要
請

事
業
者
へ
の
協
力
金
、ク
ー

ポ
ン
商
品
券
の
配
布
な
ど
を

実
施
し
、総
額
見
込
み
は
約

32
億
８
千
万
円
。

　
　
財
政
調
整
基
金
の
推
移
。

　
　
　
　

令
和
元
年
度
末
の
、

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
13

億
９
５
５
８
万
９
千
円
、９

月
現
在
の
残
高
は
、10
億
３

１
２
０
万
９
千
円
。

　

今
後
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
等
の
交
付
に
よ
り
、13
億

円
ほ
ど
に
な
る
と
見
込
む
。

　
　
財
政
は
今
後
ど
の
よ
う

に
推
移
す
る
と
考
え
、
そ
の

対
策
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
、経
済
へ
与

え
る
影
響
が
長
期
化
す
る
可

能
性
も
あ
り
、財
政
状
況
は

厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

事
業
の
効
率
化
、見
直
し

な
ど
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
と
、

自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
町
財
政
へ
の
影
響

感
染
症
対
策
を
迅
速
に
実
施

問答

建建

問答

建建

問答

建建

問答

町町

問答

町町

問答

町町

今後の自主財源
自主財源確保・拡充を図ることが必要である
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元気な家族農園
立地条件から借地料は妥当である

澤田　道孝  議員
（佐和の会）

　
農
地
の
借
地
料
は
、
農
業

委
員
会
推
奨
約
８
千
円
／
反
、

Ｊ
Ａ
が
運
営
す
る
家
庭
菜
園

用
地
は
、
２
万
円
／
反
。
元

気
な
家
族
農
園
事
業
に
お
い

て
、
今
年
度
農
地
の
借
地
料

の
変
更
に
つ
い
て
、
そ
の
経

緯
・
経
過
。

　
　
元
気
な
家
族
農
園
事
業

は
平
成
27
年
よ
り
６
年
間
継

続
運
営
さ
れ
て
い
る
。
今
年

度
契
約
更
新
に
よ
り
、
一
反

あ
た
り
９
万
円
、
三
反
、
総

額
27
万
円
に
借
地
料
が
減
額

変
更
に
な
っ
た
。
そ
の
算
出

根
拠
と
地
主
と
の
契
約
交
渉
。

　
　
　

 

昨
年
度
ま
で
の
契

約
金
額
を
基
に
担
当
課
長
と

職
員
が
相
手
方
に
複
数
回
出

向
き
交
渉
し
た
。
議
員
は
賃

料
等
に
つ
い
て
不
当
と
し
平

成
28
年
12
月
に
住
民
監
査
請

求
さ
れ
た
が
、
趣
旨
５
点
の

う
ち
の
賃
借
料
に
関
す
る
監

査
委
員
の
判
断
は
「
町
が
最

適
地
と
考
え
る
土
地
の
賃
貸

借
契
約
に
む
け
て
交
渉
し
、

当
事
者
間
の
合
意
の
た
め
に

相
手
方
の
意
向
を
踏
ま
え
る

建建

こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
相
手

方
の
求
め
る
本
件
土
地
が
生

産
す
る
収
益
を
補
償
す
る
観

点
か
ら
も
賃
料
30
万
円
と
し

た
こ
と
に
妥
当
性
は
あ
る
」

「
Ｊ
Ａ
農
作
業
受
託
部
会
阿

久
比
支
部
の
作
成
資
料
の
示

す
水
田
賃
借
料
は
水
稲
耕
作

を
前
提
に
設
定
さ
れ
た
賃
借

料
と
捉
え
、
一
方
で
町
の
賃

料
は
家
族
農
園
と
し
て
用
地

を
整
備
し
、
貸
し
農
園
と
す

る
た
め
の
土
地
を
借
り
受
け

る
対
価
と
捉
え
る
。
よ
っ
て

利
用
目
的
が
異
な
り
比
較
の

対
象
に
は
当
た
ら
な
い
」

「
元
気
な
家
族
農
園
以
外
の

町
が
支
出
し
て
い
る
土
地
の

賃
料
と
比
較
し
て
も
殊
更
に

高
額
と
は
認
め
ら
れ
ず
本
賃

料
が
不
合
理
な
算
定
方
法
に

よ
り
算
出
さ
れ
た
も
の
と
し

て
違
法
な
い
し
は
不
当
で
あ

る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」

「
こ
れ
ら
の
判
断
か
ら
本
住

民
監
査
請
求
は
地
方
自
治
法

及
び
地
方
財
政
法
の
規
定
及

び
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は

な
く
、
町
に
損
失
を
被
ら
せ

る
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
出

来
な
い
た
め
請
求
に
理
由
が

な
い
」
と
し
棄
却
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
町
は

賃
料
が
妥
当
な
金
額
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
る
が
複
数
の

議
員
か
ら
の
意
見
を
尊
重
し
、

こ
れ
ま
で
の
契
約
金
額
を
基

準
に
交
渉
に
臨
み
結
果
と
し

て
昨
年
度
の
契
約
金
額
に
比

べ
１
割
安
い
契
約
金
額
で
合

意
で
き
た
。（
住
民
監
査
請

求
の
結
果
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
↓
各
課
の
窓
口
↓
監
査
委

員
↓
監
査
請
求
↓
監
査
結
果

等
の
公
表
に
つ
い
て　

に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
）

　
　
本
町
に
お
け
る
農
地
の

実
勢
取
引
価
格
は
、
極
端
な

下
落
傾
向
に
あ
り
、
農
地
を

購
入
す
る
方
向
に
改
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

法
令
上
、
町
が
農

地
を
取
得
で
き
な
い
た
め
、

現
在
ま
で
借
地
契
約
で
進
め

て
き
た
が
、
今
後
は
町
内
で

研
究
し
相
手
方
の
意
向
を
含

め
条
件
が
整
え
ば
、
選
択
肢

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
で
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

を
上
回
る
大
不
況
と
さ
れ
る

中
で
、
こ
の
借
地
契
約
は
、

不
合
理
で
町
民
に
理
解
さ
れ

に
く
い
が
、
町
長
の
考
え
。

　
　
　
　

本
事
業
は
「
最
小

の
投
資
で
最
大
の
効
果
」
を

挙
げ
る
た
め
、
農
園
利
用
者

の
駐
車
場
や
ト
イ
レ
、
手
洗

い
の
利
用
が
対
応
で
き
る

「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
に
隣
接

し
た
、
現
在
の
場
所
を
最
適

地
と
し
て
平
成
27
年
度
に
整

備
し
、
事
業
を
始
め
て
い
る
。

執
行
に
つ
い
て
は
平
成
29
年

１
月
に
阿
久
比
町
監
査
委
員

か
ら
借
地
料
の
妥
当
性
を
始

め
法
規
定
・
趣
旨
に
反
し
て

い
な
い
旨
の
結
果
の
公
表
を

受
け
て
い
る
。

問答

答 問

建建

答 問

建建
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新美三喜雄  議員
(新済会)

　
補
助
金
は
、
交
付
金
・
助

成
金
と
異
な
り
、
法
律
に
基

づ
い
た
交
付
で
は
な
く
、
都

度
政
策
上
の
意
図
に
よ
り
交

付
で
き
る
。
令
和
２
年
度
予

算
の
補
助
金
は
、
仕
組
み
の

変
更
等
を
除
き
、
前
年
比
約

３
％
ダ
ウ
ン
の
３
億
１
８
５

万
４
千
円
で
あ
る
。

　
　
以
下
の
４
項
目
に
つ
い

て
増
減
の
理
由
。

①
文
化
協
会
：
２
９
６
万
８

　
千
円
25
％
ア
ッ
プ

②
社
会
福
祉
協
議
会
：
３
５

　
４
０
万
５
千
円
18
％
ダ
ウ
ン

③
阿
久
比
町
観
光
協
会
：
２

　
０
０
万
円
49
％
ア
ッ
プ

④
菊
花
展
：
２
５
０
万
円
27

　
％
ダ
ウ
ン

　
　①　

　

愛
知
県
文
化
協
会
連

合
会
45
周
年
記
念
知
多
部
芸

能
大
会
を
開
催
す
る
た
め
の

事
業
費
60
万
円
を
上
乗
せ
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

②　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
た

こ
と
等
に
よ
る
人
件
費
の
組

み
替
え
が
主
な
要
因
。

③　
　

町
か
ら
事
務
局
を
外

部
に
移
し
事
務
員
の
人
件
費

が
増
額
の
要
因
。

④　
　

他
の
補
助
団
体
と
の

均
衡
を
図
る
た
め
補
助
金
の

減
額
に
い
た
っ
た
。

　
　
補
助
金
の
分
配
は
、
ど

の
よ
う
な
客
観
的
な
仕
組
み

が
あ
る
か
。

　
　
　
　

補
助
金
は
様
々
な

目
的
や
性
質
が
あ
り
一
律
の

基
準
で
交
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　

予
算
は
繰
越
額
、食
糧
費

等
に
安
易
に
支
出
さ
れ
て
い

な
い
か
、無
駄
な
支
出
が
な

い
か
等
を
査
定
し
て
い
る
。

　
　
今
後
の
阿
久
比
町
観
光

協
会
に
、
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
い
、
ど
の
よ
う
な
期
待

を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

町・商
工
会・Ｊ
Ａ

な
ど
と
協
力
し
て「
観
光
事

業
や
地
域
の
振
興
」
及
び

「
地
域
経
済
の
発
展
」に
寄

与
し
、会
員
の
自
発
的
な
団

体
活
動
に
よ
り「
観
光
資
源

の
掘
り
起
こ
し
」を
期
待
し

て
い
る
。

　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
戦
う
中
、
１
次
補
正

予
算
と
合
わ
せ
て
２
３
０
兆

円
の
補
正
予
算
を
組
み
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
の
支
援
策
を

実
行
し
て
い
る
。
特
に
そ
の

中
で
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
１
次
と
合
わ
せ
て
３
兆

円
が
組
ま
れ
て
い
る
。

　
　
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
に
つ
い
て
、
予
定
分
も

含
め
申
請
予
算
・
実
行
内
容
。

　
　
　
　

児
童
生
徒
や
ひ
と

り
親
等
世
帯
の
支
援
、
上
水

道
基
本
料
金
や
給
食
費
の
免

除
、
学
校
等
の
熱
中
症
対
策
、

休
業
要
請
事
業
者
へ
の
協
力

金
、
ク
ー
ポ
ン
商
品
券
の
配

布
な
ど
を
実
施
し
、
総
額
見

込
み
で
は
約
２
億
４
千
万
円
。

　

今
後
主
に
新
し
い
生
活
様

式
に
対
応
す
る
為
の
対
策
を

実
施
す
る
。

　
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
視
点

か
ら
本
町
の
指
標
は
、
ど
う

示
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

阿
久
比
町
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
で
は
、内
外
の
情
報
も

増
え
、各
地
の
事
例
や
対
応

の
経
験
も
蓄
積
さ
れ
、少
し

ず
つ
指
標
化
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、厚
生
労
働
省
や

愛
知
県
の
定
め
た
指
針
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
対
応

策
を
実
施
す
る
中
で
、町
と

し
て
更
に
指
標
化
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
感
染
第
２
波
の
中
、
学

校
が
再
開
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
感

染
に
ま
つ
わ
る
誹
謗
・
中
傷

は
い
じ
め
の
ネ
タ
に
さ
れ
や

す
い
。
教
育
現
場
で
の
対
応
。

　
　
　
　
　
　

偏
見
や
差
別

に
つ
な
が
る
よ
う
な
行
為
、

不
確
か
な
情
報
を
も
と
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
偏
見
や
差
別
に

つ
な
が
る
行
為
は
絶
対
に
し

て
は
い
け
な
い
旨
を
指
導
し

て
い
る
。

　

ま
た
保
護
者
に
も
、誰
に

で
も
か
か
り
得
る
感
染
症
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
冷
静
な
対

応
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

機
会
の
あ
る
ご
と
に
お
願
い

し
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
近
年

新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
も
多

く
、
各
地
域
に
お
い
て
生
活

様
式
が
変
化
し
て
き
て
い
る

中
、
町
政
の
情
報
発
信
が
、

今
ま
で
の
ツ
ー
ル
だ
け
で
は
、

十
分
機
能
し
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
。

　
　
ど
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
で
、

ど
の
よ
う
な
発
信
が
さ
れ
て

い
る
か
。

　
　
　
　

情
報
を
発
信
す
る

手
段
と
し
て
、広
報
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、防
災
行
政
無
線
、報

道
機
関
の
発
表
な
ど
が
上
げ

ら
れ
る
。有
効
な
手
段
を
選

択
し
、多
く
の
人
に
必
要
な

情
報
が
伝
わ
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

　
　
防
災
情
報
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
り
、
各
地
区
の
情
報

ツ
ー
ル
が
、
ど
の
よ
う
に
変

更
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
災

害
避
難
所
の
防
災
情
報
網
に

も
大
き
な
変
化
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

新
た
な
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
、防
災
ア
プ
リ

を
導
入
し
緊
急
情
報
等
を
配

信
す
る
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
被
害
状

況
や
避
難
所
収
容
人
数
等
の

双
方
向
の
情
報
伝
達
に
つ
い

て
、調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

　
　
今
後
導
入
し
た
い
情
報

発
信
ツ
ー
ル
は
あ
る
か
。
ま

た
、
そ
の
利
用
方
法
。

　
　
　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
導
入
に

向
け
検
討
を
進
め
、年
内
に

運
用
開
始
を
す
る
。情
報
を

伝
え
る
手
段
を
増
や
す
た
め
、

今
後
も
調
査
研
究
を
続
け
る
。

町
政
の
情
報
発
信

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
促
進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
策
を

急
ぐ

問

問

答
教教民民建建建建

答

総総

問答

総総

問答

問 問答

総総

問答

総総

答

総総

問答

民民

問答

建建

令和２年度予算の各種補助金
一律の基準で交付していない

教
育
長
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阿久比町議会新型コロナウイルス感染症対策会議
　

７
月
３
日
に
２
回
目

の
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
に
関

す
る
要
望
・
提
言
』
を

提
出
し
ま
し
た
。

阿久比町長　竹内　啓二 様

新型コロナウイルス感染症対応に関する要望・提言

阿久比町議会新型コロナウイルス
感染症対策会議
　　　　　　　議長　瀧塚　政明

令和2年7月3日

　このことについて、下記のとおり要望・提言いたしますので、適切な対応をお願いいたします。

記

1．SNS（LINE・Twitter・Facebook等）を活用し、多くの町民に直接迅速に情報発信できる環
境を整えること。
2．小中学校の児童生徒に対してオンライン授業が提供できるように、指導者のスキルアップ及
び通信環境の整備等を積極的に進めること。
3．コロナ禍の状況の中で、学校へ行けない、行きにくくなってしまった児童・生徒に対し、心
のケアを行うこと。
4．小中学校の児童生徒の健康観察や、学校内の換気や消毒などの感染症対策の補助的な業務を
行うスクールサポートスタッフを配置すること。
5．行政等が行う会議、公民館や図書館等で行われる学習講座がリモートでできる環境整備を行
うこと。
6．図書館、学校図書館に本の消毒機「ブックシャワー」を設置し、安心した読書環境の充実に
向けた取り組みを実施すること。
7．災害避難所における感染防止強化のため、感染症対策用の備品や防災備品を整備し、災害ボ
ランティア、消防団等が安全かつ円滑に被災者支援に携われるよう、ボランティア団体のサ
ポートや地域団体等の体制強化を図り、被災者支援の環境整備を行うこと。
8 ．国の「特別定額給付金」の基準日後の令和2年4月28日以降に生まれた子どもへのお祝いと
して、町独自の「特別出産祝金（仮称）」の支給を行うこと。対象条件の期間は、令和2年4月
28日から令和3年4月1日までの間。
9．清掃、衛生業者などが、安心した社会生活を維持するために、感染症対策にかかる必要な経
費を支援すること。
10．新型コロナウイルス感染症対策に関連する町職員に対し、感染症対策と共に精神的な負担も
大きいと思われるため、メンタルヘルスケアを行うこと。
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　町では、スマートフォンやタブレット端末で簡単に『あぐい議会だより』・
『広報あぐい』を読むことができる「マチイロ」を導入しています。
　マチイロには、「最新号が発行されると、お知らせ（プッシュ通知）が届く」
「気になった記事を画面上で切り取ったり、保存したりできる」といった便利
な機能があります。アプリの利用は無料です。

ダウンロード

※「マチイロ」に関する問い合
わせは株式会社ホープまで。

【iPhoneの場合】
AppStoreから「マチイロ」と検索
し、ダウンロードしてください。

【Androidの場合】
GooglePlayからから「マチイロ」と
検索し、ダウンロードしてください。

新学校給食センター「AGUMOGU（あぐもぐ）」竣工式新学校給食センター「AGUMOGU（あぐもぐ）」竣工式

議会防災訓練議会防災訓練

　令和２年８月20日に、新学校給食センター「AGUMOGU」竣工式が行われました。来賓、町内
小中学生などを迎え、テープカット、あいさつ、愛称の発表、感謝状の贈呈式などがありました。
　新学校給食センターは、最新の衛生基準に対応し、安全でおいしい給食を作ります。８月24日か
ら供用開始し、最大4,500食を提供します。

　令和２年９月16日に議会安否訓練と防災研修会を行いました。安否確認訓練は時間を決めず、電
話連絡を実施しました。
　また、防災研修会は、「新型コロナウイルス感染症状況下における避難所対策研修」を防災交通課
職員を講師に迎え、アグピアホールにて講義・実演を行いました。令和２年７月13日付「避難所に
おける新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン（県ガイドライン）」に沿って、避難所にお
ける初動対応について学びました。災害が発生した時を想定し、町民の命を守るために真剣に取り
組みました。

講　　義 避難者受け入れ 簡易ベッドの組み立て

テープカット 議長あいさつ 試食会
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次回定例会次回定例会

議会事務局へ

問い合わせ先
TEL 48-1111
FAX 48-1711

皆さんの傍聴を
お待ちしています

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
都
築
清
子

　
副
委
員
長
　
竹
内
　
強

　
委
　
員
　
久
保
秋
男

　
委
　
員
　
小
柳
み
ゆ
き

　
委
　
員
　
竹
内
卓
美

　
委
　
員
　
新
美
三
喜
雄

　

い
く
つ
も
の
諸
行
事
が

中
止
に
な
り
、
季
節
感
が

い
ま
ひ
と
つ
感
じ
ら
れ
な

い
ま
ま
、
い
つ
の
間
に
か

春
夏
を
過
ぎ
「
◯
◯
の

秋
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
暑
さ
が
和
ら

い
だ
あ
る
日
、
東
の
空
に

大
き
な
虹
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

緑
豊
か
な
風
景
と
自
然

か
ら
の
贈
り
物
と
の
共
演

に
、
し
ば
し
時
を
忘
れ
眺

め
て
い
ま
し
た
。

　

美
し
い
も
の
を
美
し
く

思
え
る
心
眼
は
、
い
つ
の

日
も
忘
れ
た
く
な
い
と
思

い
ま
す
。

（
都
築
清
子
）

午前10：00～
12月8日㈫（開催予定）

な
が

　金銭や品物で関係が培われるようでは、いつまでたっても明るい選挙、
お金のかからない選挙に近づくことはできません。政治家の後援団体
（後援会など）が行う寄附も、政治家の寄附同様に禁止されています。
「後援団体の設立目的により行う行事または事業に関する寄附」は例外
とされていますが、この場合も花輪、供花、香典、祝儀などや選挙前
一定期間にされるものは禁止されています。（総務省資料より）

出典：総務省ホームページ（https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.html）

政治家が選挙区内にある者に年賀状や暑中見舞状などの時候のあいさつ
（電報も含む）を出すのは、「答礼のための自筆によるもの」以外は禁止
されています。

『時候のあいさつ』などにも制限があります。
※政治家本人が結婚披露宴、葬式等に自ら出席してその場で行う場合は罰則が適用されない場合があります。

みんなで徹底しよう

これらのものも、政治家の
寄附禁止の対象となります。

三ない運動

結婚祝※

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・飲食物
の差入

落成式・
開店祝等の
花輪

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の差入

お祭りへの
寄附・差入

病気見舞 御歳暮・
お年賀

入学祝・卒業祝 葬儀の花輪・
供花

香典※
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